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 文化財課 

川口市域に生まれ、東京最初の銅像『大村益次郎像』を制作した近代彫刻の先駆

者・大熊氏廣を特集する企画展を、昨年の入門編に引き続き、応用編を現在開催中。

幕末から明治・大正・昭和前期を生きた氏廣の生涯を一挙に紹介しています。 

１ 日 時 ２月２１日（土）～５月１０日（日） 

２ 場 所 川口市立文化財センター「郷土資料館」３階 展示室 

３ 内 容 郷土の偉人・大熊氏廣が各界の著名人と織り成した人間模様を紐解

くことで、美術の視点から日本の近代史を振り返る展示です。 

郷土資料館企画展 開催中 

「大熊☆氏廣－応用編：近代日本がもとめた彫刻家－」 
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